
常儀礼は農歴の一日（朔）と十五日に行われる基本的かつ重要な祭典です。 

常儀礼の時は正位、六院、祀霊室、祀霊室の全ての扉（幕）を開けて祭典を行います。普段

は扉（幕）の閉まっている各院が全て開き、御神位と相対することができるのは常儀礼と六

献典礼の時のみです。 

 


